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糠
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瓢

　
　
千
曲
會
報
の
再
刊
に
就
羅

　
　
　
牛
曲
會
理
事
長
申
澤
　
忠

　
太
丁
會
報
は
三
十
有
鈴
附
年
に
亘
り
禽
阿
昌
只
唯
一
の

報
導
連
絡
機
關
と
し
て
多
大
の
役
割
を
果
し
て

來
た
の
で
あ
り
ま
し
た
が
戦
雫
の
犠
牲
と
な
り

燧
に
昭
和
十
九
年
一
月
二
十
五
日
の
會
報
を
最

後
と
し
て
慶
刊
…
の
已
む
な
き
た
至
り
ま
し
た
事

は
誠
に
蹴
憾
で
あ
り
ま
し
鞄
o
　
一
昨
年
終
戦
…
以

來
縞
臼
窓
も
早
く
再
刊
L
π
て
會
員
諸
鱈
の
御
期
待

に
響
當
事
者
扇
同
念
願
し
て
参
り
ま

し
た
が
経
費
及
資
材
に
制
約
せ
ら
れ
介
日
に
及

ん
だ
次
第
で
あ
り
ま
す
。
併
し
新
日
本
建
設
に

重
大
役
割
を
員
ふ
繊
維
産
業
に
直
接
間
接
に
關

係
を
有
つ
多
数
會
員
を
擁
す
る
本
會
と
致
し
ま

紘
て
は
會
員
相
互
の
固
い
團
結
と
緊
蜜
な
る
連

絡
こ
そ
繊
維
産
業
の
復
興
に
叉
母
校
の
襲
展
に

寄
與
す
る
虚
極
め
て
大
な
る
を
痛
感
し
昨
年
十

一
月
の
代
議
員
會
の
決
議
に
基
き
萬
難
を
排
し

眩
に
久
振
り
に
親
し
み
深
い
會
報
の
再
刊
を
貴

現
し
得
た
事
は
誠
に
欣
快
と
す
る
』
腱
で
あ
り
ま

す
。　

材
料
其
の
他
の
都
合
で
充
分
の
内
容
を
有
つ

と
は
申
さ
れ
ま
せ
ん
が
順
次
内
容
も
豊
に
し
桶

年
に
四
回
位
は
刊
行
し
た
い
ど
努
力
し
て
居
り

ま
す
故
會
員
諸
君
も
眞
に
自
分
等
の
會
報
と
云

ふ
御
心
持
で
御
援
助
御
指
導
下
さ
る
檬
御
願
ひ

す
る
と
同
時
に
會
報
を
通
し
て
會
員
湘
互
の
交

漱
に
資
す
る
事
が
出
來
ま
す
様
充
分
御
利
用
下

さ
れ
ば
幸
と
存
じ
ま
す
。

　
千
曲
會
報
の
再
刊
を
親
し

、
併
せ
て
退
官
の
僻
を
…
迎
ぶ

　
　
　
　
れ
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
井
－
上
　
柳
梧
、

　
中
絶
し
，
て
藍
年
鼓
に
懐
か
し
い
干
曲
會
報
再

虹
吉
報
が
翻
ら
ぜ
ら
れ
洵
に
欣
喜
に
堪
え
ぬ

き
に
至
磐
倉
闘
員
諸
叩
君
の
　
勤
静
は
査
と
し
。
で
聞
え

歩
、
，
切
々
た
る
論
論
も
誼
［
諦
す
る
の
機
な
く
只

　
　
　
　
　
　
　
お

察
し
く
諸
潜
の
旭
居
を
追
想
し
で
安
泰
を
研
る

の
み
で
あ
つ
た
。
戦
畢
勃
襲
に
當
り
て
は
、
諸

鱈
の
多
く
は
寓
事
を
捨
て
瓦
翻
を
提
げ
て
戦
揚

に
韓
せ
参
じ
た
。
而
し
て
多
く
の
諸
暑
は
曾
き

生
命
を
國
家
に
苓
」
げ
て
肺
へ
ら
ぬ
客
さ
な
つ

た
。
赫
々
た
る
翻
語
霜
の
動
…
功
恩
、
・
憾
　
惚
…
た
る
職
…

錫
に
於
け
る
諸
忍
の
努
苦
も
敗
職
の
噌
雲
に
包

ま
れ
て
一
葬
り
芸
ら
れ
て
し
ま
つ
た
。
更
に
犬
陸

襲
展
の
批
圖
だ
抱
き
て
満
洲
に
朝
鮮
に
ぼ
た
中

華
民
國
に
管
々
・
と
し
て
築
き
上
げ
た
る
諸
君
の

偉
業
も
功
績
も
無
條
件
降
服
の
悲
運
に
遭
遇
し

て
室
し
ぐ
捨
て
て
多
大
の
辛
苦
を
酬
め
て
餓
國

さ
れ
た
る
諸
…
君
も
多
数
あ
つ
た
。
是
等
戦
雫
が

我
會
員
の
申
に
も
ち
き
た
し
た
る
多
く
の
悲
鰺

な
る
出
來
事
も
干
曲
會
報
の
再
刊
に
よ
り
會
員

の
間
に
知
的
れ
、
我
々
は
勃
々
と
し
℃
胸
に
湧

き
立
つ
同
情
の
念
に
よ
膚
り
互
に
粗
助
け
て
母
校

を
申
核
と
し
て
結
合
の
念
を
剛
暦
固
く
し
破
滅

に
瀕
せ
る
組
國
日
本
を
再
興
す
べ
き
礎
石
の
一

つ
と
な
る
で
あ
ら
う
。
敗
戦
以
來
我
々
國
民
は

食
糧
に
衣
料
に
、
産
業
に
、
経
濟
に
あ
ら
ゆ
る

方
面
に
茨
の
路
を
辿
り
つ
ム
あ
る
。
衣
食
足
ら

す
、
日
々
の
生
活
に
苦
し
む
爲
に
道
義
は
慶
頽

し
、
璽
議
は
起
り
闇
は
行
は
れ
、
盗
賊
は
横
行

し
て
居
る
の
で
あ
る
。
是
れ
を
救
ふ
の
道
は
遽

か
に
塵
業
を
復
興
ぜ
し
め
て
國
家
経
濟
を
安
定

せ
し
む
る
外
に
遭
は
な
い
。
然
ら
ば
如
何
な
る

産
業
に
依
る
べ
き
か
ぞ
謂
ふ
迄
も
な
く
繊
維
産

業
特
に
轡
服
糸
業
の
復
活
こ
そ
最
も
捷
径
で
あ
る

事
は
何
人
も
首
肯
す
る
所
で
あ
ら
う
。
鼓
に
於

艇
政
府
騰
昭
和
廿
唄
津
八
洞
ル
三
眉
の
閣
議
に

於
懸
獄
糸
業
復
興
緊
念
封
策
要
綱
を
湛
建
け
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
ぞ

和
懸
工
㍗
八
奪
拠
は
桑
園
を
二
深
派
萬
測
渉
継
膨

藤
繭
四
猛
識
蕊
二
鳶
蕩
灘
雛
蚤
黙
画
禽
聯
攣
一
瀞

膿
撫
灘
灘
慧
熱
…

ー 職
鑑
繧
譲
《
綴
湧
す
る
事
と
な
つ
鷹
　

て
㎝

乙
　
魚
賞
驚
鷲
…
藻
報
國
の
好
機
…
剥
喋
と
謂
ふ
蕊
灘
緻
鱗
繍
亀

懸
あ
脇
鯉
我
蜘
影
蘭
愈
員
の
正
に
奮
趨
じ
腕
　
驚
静
蔭
，

振
滋
ぺ
蚕
秋
馨
協
漕
雌
の
隔
瞭
に
當
り
て
幸
膝
　
　
鵬

轟
予
曲
愈
報
照
の
再
刊
を
見
る
◎
諸
鱈
は
宜
し
く
　
　
　
，

簗
の
艦
蓄
”
を
紙
土
に
傾
注
し
て
資
業
の
進
展

を
激
働
す
構
き
鷹
馨
。
、
－

　
余
輩
諸
霜
の
母
楼
偉
職
を
汚
す
こ
と
三
十
有
も

齢
剛ﾙ
甜
批
間
諸
鱈
の
楓
撒
鷹
肥
硲
ザ
る
こ
と
幾
践
何
な

鯨
謡
欝
無
灘
韓
難
肇
罐

日
退
官
し
て
閑
地
に
っ
く
、
過
芸
を
顧
れ
ば
淡

雲
漠
々
と
し
て
佃
等
功
綾
の
残
る
も
の
な
き
を
　
　
、

椀
つ
る
所
で
あ
る
。
余
齢
遣
暦
を
過
ぎ
白
髪
老

境
に
入
り
た
る
も
爾
酸
頗
る
健
康
、
今
後
力
の

つ
攣
く
限
り
鷲
…
糸
業
並
に
上
田
市
の
爲
め
に
微

力
を
致
し
併
せ
て
母
校
の
嚢
展
に
資
せ
ん
こ
と

を
願
ふ
て
居
る
。
　
諸
君
の
愛
ら
ざ
る
愛
顧
を
乞
　
声
’

ぴ
ぬ
が
う
次
第
で
あ
る
。

　
終
り
に
臨
み
て
干
曲
會
の
隆
昌
と
諸
君
の
奮

働
を
新
り
つ
玉
筆
を
欄
く
。

　
　
會
員
名
簿
の
お
願
い

　
職
爾
の
た
め
永
ら
く
休
ん
で
居
り
ま
し
た
千
曲

會
々
員
名
簿
を
再
刊
す
る
蓮
び
と
な
り
着
々
其
の

！
準
備
を
鍛
め
て
居
り
，
ま
’
す
が
、
何
分
に
も
會
員
の
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県
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凝
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辱

継
蕪
灘
難
欝
騰
縣
鰍
騰
騰
蝋
難
磯

　
　
@
　]
科
紡
難
の
穫
科
・
講
難
轟
蝶
㈱
罐
灘
遜

謙
雀
の
指
令
に
誉
縢
普
紡
樂
馨
灘
材
難
を
寛
磐
て
轟
い
蕩
を
し
て
ゐ
る
、
讐

一
の
一
ケ
年
短
…
期
養
曲
脳
の
目
酌
を
以
て
昭
和
鳳
十
年
十
そ
の
組
織
を
寵
せ
ば
、

卿
健
鵬
縢
聯
鱗
股
難
講
犠
黙
的
藻
コ
、
蓮
謝
鶴
．
懸
辮
糠
斜
講
騨
灘

二
月
欝
の
申
籏
校
糞
響
南
科
約
幕
萸
豊
牒
蜀
灘
、
副
豊
、
臓
遡
警

L
喘
　
魂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ー
ト
繊
、
総
闘
誠
の
＋
一
班
）

稟
穆
科
塔
隻
り
整
し
た
・
　
｝
　
　
班
、
水
泳
班
、
。
†
μ
鑑
、
ス

お
’
　
校
笈
禽
の
無
叢
昆
　
　
　
三
、
丈
化
蔀
（
謂
課
研
催
班
、
交
舗
班
、
美
襯
班
、

〔
　
臓
鷺
報
躍
鰻
組
説
た
饗
霞
防
皿
蓋
甕
（
繊
鍵
纈
囎
藤
鑓
数

四
襲
雛
癒
野
難
叢
L

　
　
　
　
　
　
脇
・
研
究
班
、
鎧
緑
研
究
珊
の
臨
班
）
騨

竃
、
飽
活
郵
（
騰
蝿
班
、
爆
餓
班
の
二
班
）

　
　
新
任
　
職
員

　
昭
瀦
、
十
九
年
一
月
塞
働
報
第
謎
六
號
を
鰻
後
に
駿

羅
響
響
る
灘
の
な
か
っ
た
競
任
職
｝

　
　
　
伊
藤
武
男
綾
罷
　
　
　
　
　
　
へ

　
昭
湘
督
年
十
一
月
二
十
四
日
京
都
繊
維
轟
門
漱
窟
｝

鴇
縦
轟
駒
灘
駿
騨
灘
諜
購
鵬

　
　
　
加
藤
剛
強
…
購
激
蜜
’
　
　
　
　
　
㎝

靹
響
難
繭
螺
雛
灘
魏
蝋
鐙
皿

馨
鵡
鷺
鳩
磯
鰻
購
脛
鑛

　
　
　
密
四
田
鎭
雄
教
智
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

新
蠣
緯
廿
聯
隙
糊
懐
琳
鰯
魏
灘
醐
鵜
陽
畿

　
　
　
古
里
壷
吉
敢
密

　
，
ｺ
利
二
十
無
九
月
箪
十
臼
助
教
授
と
し
て
薪
任
、

箸
難
顯
縫
鱗
・
騨
簸
職
科
卒

　
　
　
隅
田
睡
太
鄭
’
敢
蜜

　
昭
職
二
十
一
年
十
蝋
一
月
京
都
帝
大
工
畢
部
工
業
化

離
科
講
師
よ
わ
新
任
さ
れ
た
、
十
七
年
九
月
同
銀
同

部
卒
、
額
歌
自
縣
田
身
。
繊
維
化
離
科
肪
騰
。

｝
　
　
西
灘
圃
俊
敏
賢

　
紹
和
識
十
年
殴
月
東
京
丈
理
科
大
墨
植
物
躁
科
嘱

醗
灘
緯
臨
鷲
鷲
榔
灘
所
嘆
化
摩

｝

一
羅
舞
瀦
騰
謹
勲
響
蝋
韓
糖

｝
十
ヨ
年
京
大
理
離
部
物
理
畢
科
卒
、
三
櫨
縣
繊
身
。

一
　
　
　
松
壌
康
見
敏
密
　
　
　
　
　
・

脚
　
昭
利
嵩
十
無
十
一
月
ご
十
日
講
師
に
新
任
、
昭
和

十
入
年
九
月
京
大
農
畢
部
漫
林
生
物
曝
科
卒
綾
い
て

｛
同
大
畢
院
特
別
研
究
焦
で
あ
つ
た
、
張
る
七
月
敏
綬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

御
專
門
懸
、
辮
作
物
も
櫓
當
さ
れ
て
ゐ
義
兵
庫
振
難
騨
難
糠
灘
騒
綴
瀞
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蕪
驕
羅
灘
騨
継
㈱
繋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皮
翫
長
を
現
任
さ
れ
て
ゐ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
粘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

託
よ
わ
本
校
講
師
に
覇
任
さ
れ
本
年
三
囎
激
授
と
な
｝
　
　
火
瀧
吉
郎
講
師
　
　
　
　
　
　
　
欝

皿
蛋
罵
踊
　
　
　
蘇
難
灘
灘
輔
隙
購
饗
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
準
薩
紀
敬
貿

　
海
軍
技
術
研
究
所
破
姉
で
勤
め
ら
れ
終
識
後
、
昭
｝

　
　
@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　
ﾒ
蕪
講
碑

　
　
@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　
ﾒ
鍵
購
雛
羅
舗
灘
聯
簾

と
な
る
、
植
物
病
理
の
專
攻
」
長
野
縣
出
身
o
遜
翻
…

科
所
勝
。

　
　
　
松
　
原
　
凄
　
驚
　
官

　
箭
會
翫
課
長
依
国
啓
磯
氏
が
昨
錐
九
月
死
虫
、
後

任
と
し
て
奈
良
女
高
師
よ
り
十
囲
月
着
任
、
木
年
四

月
二
級
官
と
な
る
、
窩
山
縣
出
身
0
　
1
．

　
　
　
竹
　
田
　
寛
　
敏
　
智
、

　
日
本
鑓
線
製
艦
殊
式
愈
瀧
准
職
中
鷹
召
、
病
鐵
で

堺
構

]
鵬
蝋
瓢
鶴
姻
計
寓
欝
櫛
醐
拗
翻
浄
隙
秘

十
三
確
本
校
養
鎧
科
卒
。

　
　
　
佑
藤
閣
郡
購
師

　
昭
和
瓜
十
一
銀
嚇
一
月
新
儀
、
昭
和
九
鰭
本
校
紡
織

科
卒
、
東
洋
紡
に
鋤
め
、
混
瀧
し
本
校
に
來
ら
る
、

畏
騒
縣
田
身
。

　
　
　
内
田
貞
夫
講
師

臨
璽
輯
蕪
蠣
驚
讐
鵜
鞭
ぽ
鵜

　
　
　
幽
志
淑
爽
講
師

　
昭
和
嵩
十
㎝
年
九
月
東
北
帝
大
工
賜
部
卒
業
し
て

濾
ち
に
新
任
、
鞍
綱
科
所
囲
、
長
野
縣
階
身
。

　
　
　
川
端
吉
成
講
郎

一



」
　
　
繊
校
大
學
昇
格
問
題
　
　
　
の
酬
灘
脳
轟
職
繍
鷲
繍
離
猿
肌
搬
か
は
鍛
議
灘
購
触
蓮
動
は
勢
軌
道
暴
…
か
に
銃
欝
鮪
灘
勧
で
あ
の
濯
す
。

∵
　

老
誰
讐
劉
謡
P
鍵
購
醐
期
騰
鰹
鶴
騰
灘
欝
欝
就
鰭
熊
雛
馨
雛
藷
　
持
蟹
驚
篇
購
捌
肇
疑
の
み

一
歪
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
．
副
會
長
歯
市
纏
畏
、
歯
空
縷
配
そ
の
粗
品
の
加
工
塁
る
蛋
的
警
騰
で
あ
わ
て
機
蓼
挙
る
が
如
き
翻
榛
る
所
で
な
い
雀

　
　
　
　
働
綾
及
謝
愈
逸
鼠
、
く
運
動
に
漕
芋
ず
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
會
頭
、
小
縣
郡
均
村
畏
會
長
　
　
　
　
書
す
の
で
從
來
の
畢
酌
難
形
か
ら
激
ふ
と
農
離
か
ら
　
あ
む
蜜
す
。
さ
れ
ば
母
樫
・
ζ
し
て
は
既
際
購
襯
蜘
で
策

　
　
　
叉
扁
方
本
＾
曾
に
於
（
は
將
に
妬
年
待
環
の
好
機
で
　
　
理
　
　
都
　
母
樫
職
貝
、
ず
曲
曾
會
顔
及
上
則
市
一
工
離
に
鳳
る
攣
校
で
あ
わ
ま
す
o
浦
し
て
今
蓬
の
大
科
大
餓
へ
の
昇
絡
を
期
し
筏
日
必
饗
あ
ら
ば
観
舎
大

　
　
も
幽
り
ま
す
の
で
、
逆
早
く
臨
全
の
乎
配
を
施
す
べ
．
　
　
　
　
　
内
外
官
民
有
力
蒋
十
歎
名
　
　
　
　
・
畢
に
於
け
る
離
部
の
蹴
分
で
は
提
學
及
大
畢
は
あ
る
賜
に
脅
洗
す
る
と
繭
ふ
童
見
を
添
へ
て
氷
件
に
燈
載

　
　
く
昨
年
十
二
月
中
澤
理
頑
長
及
野
筒
岬
超
の
繭
氏
h
・
　
の
如
き
で
あ
り
ま
し
て
叉
同
盟
曾
の
紬
城
趣
鳳
盛
p
が
織
瓢
離
と
犬
ふ
部
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
o
即
ち
し
た
次
第
で
あ
わ
ま
す
o
此
長
野
縣
綜
脅
大
墨
案
は

離
斜
総
轡
輪
饗
鐘
楼
の
…
は
別
難
勘
舞
醤
ザ
蚤
司
葵
陳
慨
鯛
購
韓
舗
満
饗
雅
響
る
誌
鍵
醗
雛
鯉
蕪
鮒
騎
峨

　
　
勿
論
當
勘
は
ま
だ
氷
省
に
於
て
も
既
財
格
に
付
い
　
　
か
く
て
母
校
の
昇
絡
渾
鋤
は
患
校
及
r
曲
働
の
手
．
　
さ
れ
ば
母
校
を
繊
維
大
繊
た
昇
絡
さ
蛭
る
に
付
い
｝
制
肘
も
受
け
な
い
繹
で
あ
り
ま
す
。
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－
轟

既
意
昧
に
於
て
上
聞
、
東
寒
、
京
都
の
…
…
…
繊
維
媒
門
．
同
廻
中
旬
灘
検
鰻
の
嘩
よ
顔
文
部
備
な
纒
て
大
羅
設
．
維
擬
鍛
科
を
加
へ
被
裾
も
上
田
維
離
恵
門
齢
梗
と
敗
．
肉
と
な
つ
て
製
高
離
窟
た
る
機
鮨
智
巡
憾
な
く
狸
揮

綿
鮫
が
棚
搬
携
し
て
強
力
な
渾
鋤
な
厩
開
…
す
る
溜
幟
　
立
薦
漁
協
灘
曲
簿
に
提
幽
し
岡
婁
蝋
が
繊
織
ガ
面
柵
窓
れ
て
今
爾
に
及
ん
だ
も
の
で
あ
う
ま
す
o
　
　
・
し
必
ず
酬
象
の
嬰
請
に
灘
5
る
こ
と
が
掛
來
る
も
の

火
い
に
漁
髄
あ
る
螂
と
考
へ
ら
れ
為
の
で
あ
わ
嶺
す
回
に
勤
し
嘱
分
の
鱒
鞭
を
縛
た
れ
る
襟
麟
噺
の
賛
に
と
　
　
か
く
て
索
校
は
塞
科
の
繊
維
澱
繋
科
、
穣
鐡
科
、
　
と
儒
じ
ま
す
。

斯
る
麿
は
期
せ
ず
し
て
融
校
の
燭
に
醸
し
出
塔
れ
寂
供
し
た
次
第
で
あ
O
額
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
製
綜
科
、
紡
織
科
及
び
繊
維
化
脳
科
の
寵
科
と
別
科
・
　
機
は
正
に
熟
し
塞
校
の
赫
絡
に
は
継
妊
の
機
働
が

し
て
虫
る
六
月
中
伺
此
問
題
に
骨
ぎ
寡
都
繊
瑠
に
於
騙
　
　
論
禽
擬
の
盤
蛾
勘
潔
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
製
綜
緻
婦
科
と
を
侃
A
μ
し
鷲
に
獄
縣
に
血
ま
ら
ず
　
瑚
來
し
ま
し
た
o
覇
く
は
大
方
諦
賢
、
贈
に
斯
學
母

て
黛
織
畏
及
融
校
圃
鱗
禽
代
炎
の
愈
灘
が
催
さ
れ
ゐ
…
以
上
が
今
岡
の
繊
制
敷
革
に
際
し
母
校
、
本
會
、
・
艘
く
酬
般
繊
維
に
凝
し
て
も
共
の
原
料
の
鑑
簸
か
ら
’
憲
す
離
徒
蛇
に
離
究
濟
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、
繊
維

螂
に
な
り
、
斑
楼
か
ら
は
校
喪
代
U
理
と
し
て
償
薦
勲
一
地
．
冗
癖
酷
蝿
に
よ
る
火
鳳
Ψ
郷
烙
…
期
成
間
盟
欝
及
臨
繊
維
曲
茄
工
製
織
に
灘
る
癌
縦
滝
酬
慰
…
酌
の
綜
A
口
教
育
蚊
に
　
簸
楽
の
飛
灘
隅
駒
灘
慶
、
搬
濾
…
の
た
め
延
い
て
は
憩
臼

授
及
同
窓
代
嚢
と
し
て
野
筒
漱
授
が
出
席
数
し
ま
し
階
琳
…
門
購
椴
協
同
究
翻
赫
楕
濾
鋤
ρ
あ
ら
談
し
で
あ
り
　
研
鎌
の
”
大
機
關
と
な
り
、
其
設
備
…
内
容
の
充
實
は
　
本
建
設
の
た
め
叢
の
日
的
遽
威
に
絶
火
の
彿
援
助
な

た
。
典
席
上
で
は
　
　
　
　
　
　
…
ま
す
。
期
讐
こ
の
離
制
敦
蹴
の
チ
ヤ
ソ
ス
に
饗
叙
に
蜜
繋
寡
門
覆
中
稀
馨
あ
る
鼓
ふ
べ
き
で
賜
わ
ら
ん
こ
と
を
。

　
一
、
鰹
繊
謀
校
ほ
共
に
繊
維
大
愚
に
軒
稲
す
ゐ
様
｝
疑
非
灘
校
年
來
の
宿
鯛
を
趣
誠
す
べ
く
あ
の
乎
こ
の
　
あ
わ
ま
す
。
而
も
初
代
針
塚
、
二
代
井
h
、
ヨ
代
伊
　
　
昭
剰
嚇
一
十
識
年
閥
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
と
あ
ら
ゆ
る
努
ヵ
を
傾
注
し
て
ゐ
る
次
第
で
あ
O
薦
の
蕊
校
畏
の
下
に
鋭
蕊
商
爲
の
教
富
を
簾
め
、
今
　
　
　
　
畏
野
縣
上
田
帝
上
田
市
役
駈
内

ド
　
　
脇
岡
渾
動
を
展
開
…
す
る
事

一
癖
鋸
韓
鍵
畿
如
論
練
㎝
糠
饗
轍
難
糠
獣
璽
識
．
籍
難
鞠
繍
饗
繍
肌
羅
脇
　
　
上
田
繊
維
購
鵜
懸
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
譲
り
遡
れ
る
が
如
き
翔
な
き
繊
覇
遡
し
て
止
康
な
い
・
と
枚
羅
に
癌
な
き
斯
…
藥
の
貴
羅
な
る
研
究
論
文
の
機
　
　
　
－
　
‘

　
　
　
郡
へ
提
繊
す
る
瑠

　
　
ヨ
、
昇
錘
金
の
調
獲
憎
楚
照
じ
罐
蕩
次
讐
あ
り
享
。
　
　
　
　
　
裏
と
が
あ
り
、
文
開
校
以
來
既
隻
千
廼
磐
と
　
上
田
繊
維
研
究
會
生
る

、
　
・
　
郷
を
決
定
し
夏
に
前
馴
京
都
に
於
け
る
打
脅
に
從
　
　
抑
々
本
校
は
元
上
田
鑓
練
專
門
畢
校
の
痛
聡
矯
明

　
－
ひ
丈
部
省
、
マ
司
令
部
及
謬
縦
繭
院
交
撤
姿
蝋
愈
に
漕
四
十
…
嵩
牢
に
獺
懸
業
の
中
心
地
た
る
上
田
の
地
に
、

　
　
覇
し
三
校
岡
窓
愈
…
代
表
の
名
…
に
よ
る
昇
絡
…
陳
懐
襟
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘱
々
の
灘
を
あ
げ
爾
聚
年
を
閲
す
ゐ
こ
と
三
十
有
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
底
蝿
束
な
い
と
思
ひ
ま
す
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
　
　
・

〕
提
幽
し
て
倣
愈
し
た
の
で
あ
り
宏
す
。
　
　
　
年
、
既
の
開
創
立
當
特
僅
に
薇
獺
科
及
び
製
懸
科
の
丁
此
機
會
に
於
て
幸
に
輿
輸
で
あ
り
“
又
本
校
隼
來
…
　
上
則
繊
維
研
究
欝
規
約

轡
に
謎
灘
鞍
灘
縫
鮪
羅
細
瀟
を
肉
す
る
に
響
な
か
つ
た
も
の
が
杢
入
年
の
宿
羅
あ
る
嚢
の
華
禦
暴
さ
れ
た
興
嚢
総
則

　
…
戴
準
要
項
と
も
綴
…
す
べ
き
諸
辮
顎
を
脇
…
麟
作
棚
製
し
て
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…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

に
は
儘
糊
紡
科
、
昭
溜
六
年
に
椥
姻
練
緻
繍
㎜
科
囲
阿
十
五
年
一
に
傳
統
の
腔
盛
溺
な
る
研
鐙
欲
脚
と
多
露
培
膿
…
細
薬
せ
る
　
第
削
條
｝
　
太
～
會
叫
ハ
亦
よ
田
繊
維
研
究
、
愈
…
ト
糟
久

冨
維
化
馨
を
纏
k
摯
九
矩
窒
儀
…
携
・
讐
挺
鵡
の
欝
と
叢
特
と
蕩
董
禰
壽
ハ
左
ノ
漕
ヲ
以
蕪
饗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辱
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噸
」
　
舘
晦
騨
舗
藤
饗
一
第
＋
麟
轟
纒
蘇
麟
蓼
之
蕪
轍
欝
騰
鞭
藩
譲
醗
緻
蝶
蟻
爆
纏
服
糠

航
　
糠
　
　
辱
欄
　
パ
　
理
窺
蝿
撮
雄
　
　
　
　

…
享
力
薪
は
斎
破
饗
の
綱
莞
蕎
謬
致
し
…
そ
の
聞
禽
新
設
、
馨
等
の
響
あ
つ
た
が
、
親
、

一
、
饗
並
蕪
震
料
・
縫
糞
ノ
聖
　
　
奥
琶
　
　
　
　
　
・
で
す
雛
禧
擦
禁
あ
り
羅
ん
の
で
籍
致
し
．
講
馨
警
の
殿
警
し
轟
纏
充
慧
れ
、

…
　
　
要
ナ
ル
認
η
ヲ
審
議
ス
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
．
”

＝
　@
　
　
第
四
、
堪
　
名
轡
會
最
及
閣
州
闇
門

壷
＋
灘
㌦
雑
欝
議
謬
・
リ
毒
豊
及

譲
灘
畿
騨
蹴
”
肇
臨
謹
し
ー
攣
と
し
垂
蔓
筑
　

．
第
＋
篠
融
曾
・
決
翼
出
席
欝
ノ
雌
姦
ヲ
澤
理
翼
か
ら
御
菱
渉
が
あ
り
ま
し
た
。
本
蕎
窓

｝」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
な
り
孤
究
會
は
千
甫
會
直
瞥
と
し
て
飽
く
迄
繊
維
簸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
業
の
研
究
及
母
校
の
教
育
援
助
機
關
と
し
て
直
礁
す

・
　
　
以
テ
シ
可
否
岡
数
ノ
場
脅
ハ
譲
畏
之
ヲ
決
ス
　
．
腐
憲
蕪
に
各
吊
力
面
の
御
慧
見
を
承
り
つ
」
漕
々
創
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
る
こ
と
と
な
つ
た
o

　
鞍w
魏
羅
甥
購
蝋
～
灘
難
灘
撚
纒
灘
牲
鰭
雛
灘
灘
騰
鱗

王
圏
羅
麗
墓
藍
墾
∴
糞
羅
簾
鞭
羅
懸
製
、
灘
難
撚
授
照
博
省
佐
鵬
遡

『
柔
募
鞭
瓢
」
臨
醐
騰
鱗
灘
難
謙
窺
一
恥
難
難
纏
聾
工
ー
蘇

　
　
　
、
　
寄
　
　
　
　
　
　
重
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
　
　
丁
　
　
　
　
止
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
四
、
鵬
繊
維
捜
臨
伽
と
繊
…
維
資
源

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
京
工
大
教
授
　
　
　
工
博
飛
剛
鰹
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
五
、
獄
糸
業
の
窺
翼
性
と
將
來

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
日
本
鐡
糸
業
會
副
曾
長
　
　
　
吉
田
　
清
二

　
　
@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　
@
　
…

Z
、
魏
難
難
灘
聯
の
難
零

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
七
、
閉
會
の
鮮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
」

に
な
轟
で
あ
。
奮
禦
知
響
を
乞
ふ
。
τ
　
歯
鰹
警
鑑
潴
生
賃



’
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
融

．
本
會
第
七
回
総
會
開
催

‘

…
、@
昭
灘
二
十
輔
年
十
緋
月
十
一
臼
に
約
三
ヶ
碓
振
り

…
に
蘭
艶
の
繊
総
塵
業
振
興
腿
演
愈
に
引
綴
い
て
理
瑠

…
畏
以
下
六
十
五
名
田
席
の
下
に
開
催
、
欝
…
瑚
理
窮
畏

　
の
開
會
の
挨
拶
あ
の
、
つ
い
で
十
八
年
よ
り
二
十
無

…
逡
は
正
式
総
…
愈
を
雀
略
し
略
式
會
含
を
爲
せ
る
旨
、

　
會
勲
名
簿
及
千
曲
會
繭
畷
狼
行
の
中
繊
、
校
寝
礎
翼
艶

〔
に
母
校
の
機
構
改
革
、
海
外
引
揚
岩
見
脚
資
金
孫
藥

…
及
鰍
…
媚
榮
中
止
並
び
に
患
購
塔
獅
…
虫
等
の
柳
務
繭
鞭
告

－
の
後
、
議
辮
に
人
り
、
顧
間
賛
助
員
の
推
戴
、
牧
叢

陣
豫
弊
、
決
騨
、
樹
附
金
（
臨
時
會
費
）
徴
牧
、
千
禰
癬
報

　
…

ﾄ
刊
、
名
鱒
捜
行
（
申
込
販
磯
）
窮
藁
部
設
冊
及
役
爵

．
】
徹
選
等
彊
付
夫
々
報
蕾
協
議
、
議
決
及
承
認
を
爲
し

門
終
つ
て
新
…
鯛
理
癖
畏
、
林
理
事
、
爾
朝
鮮
蛮
會
長
笑

…
浬
茂
登
一
賃
及
…
餌
浦
洲
麦
會
長
渦
川
秀
夫
氏
よ
り
就

…
…

C
離
任
及
麦
會
解
散
の
挨
抄
あ
り
然
愈
抽
手
細
に
閉

淵
會
す
。
　
　
　
　
　
　
」

　
　
室
な
る
職
告
議
決
及
承
総
禦
凋
座
の
如
し
o

　
棚
、
現
覆
禽
勇
撒

　
　
養
獄
科
　
　
九
ヨ
七
名
　
製
糸
科
　
　
八
七
蝋
嚇
癌

｛
繍
難
隈
眺
巫
禰
灘
化
調
か
　
篇

一
辮
、
竹
内
牽
§
、
武
本
本
漕
、
二
寓
九

＝
一
噸
、
野
崎
清
、
橋
詰
英
轍
、
牧
道
男

驕
護
搦
鱗
醜
毒
、
渦

…
四
、
顧
問
、
賛
助
興
猴
戴
遽
加

…
か
欄
J
敷
欝
撫
灘
…
纏
繍
繊
鎌
雛
雛
隙

ぎ
羅
で
す
・
　
　
　
　
｝
功
警
書
書
を
翼
し
ま
せ
ん
・
就
婁
し
て
は

　
側
卒
宿
御
承
知
の
上
未
だ
納
入
さ
れ
な
い
方
は
曹
．

鑓
の
氣
特
で
灘
急
御
抽
込
を
願
ひ
ま
す
。

幽
、
箏
舞
部
へ
出
「
資
の
佛

…
一
　
財
簸
よ
わ
鑑
ず
る
牧
人
　
　
　
　
　
二
、
臓
¶
｛
三

…
灘
、
繰
　
　
　
　
翻
…
　
　
　
金
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
O
O

．
、
嚇
『
難
牧
入
　
流
七
一

四
、
入
　
　
＾
曾
　
　
金
　
　
　
瓢
、
二
〇
〇
…

．
班
、
曾
　
　
　
　
，
　
　
　
　
蟄
　
　
　
　
　
　
穴
、
蹴
六
Q

…
六
、

¥
人
附
合
齢
　
籠
い
摯
四
。
…

…
　
　
麦
　
　
　
出

…
一

A
會
　
　
　
礒
　
　
　
搬
　
　
　
　
　
幅
『
一
七
置

．
二
、
都
　
　
務
　
　
所
　
　
賀
　
　
　
　
一
『
0
入
八

　
曝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
金
滲
爾
流
蛤
闘
　
山
口
建
笑
郎
、
難
田
潤
、
萩
原
溝

　
　

@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　
㎜
霧
爾
輔
慰
璽
蘇

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
裁
慕
捨
期
。
難
璽
、
山
崎
繊
、
溜
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝
金
賦
百
圓
　
白
井
美
明
、
古
越
繁
夫
、
關
博
夫
、
竹

　
　

@
　
@
　
@
　
@
　
@
　
@
　
@
　
@
　@
　
…
害
藩
㌦
欝
講
議
鰍
幅
鷲
議
脊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
郎

　
　

@
　
@
　
@
　
@
　
@
　
@
　
@
　
@
　
@
　･
響
劉
端
諜
鍮
攣
、
留
魏
申
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝
魚
鷲
拾
圓
　
金
子
光
、
市
獺
猛
丈
、
寓
坂
昭
、
小
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒
齋
鄭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
四
、
井
上
、
阿
形
、
和
田
竃
先
生
邊
職
罰
愈
編
贈
暴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
金
騒
藥
の
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
柳
梧
、
阿
形
灘
司
、
胸
田
仙
太
郎
三
先
張
に

㎝
戴?
ｳ
蟹
舞
翻
割
諏
辮
叢
雛
瞭
灘
翻

…
　
鞭
支
豫
算
審
　
　
　
　
　
…
誌
験
盤
毅
鞭
最
囎
鰍
離
騨
縫

㎝
…
牧
支
　
　
　
・
纏
魏
糖
雛
繋
罷
難
親
巽
％
享

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
讐
脚
、
撮
校
大
畢
昇
格
資
金
募
驚
Φ
件
　
　
　
　
゜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愚
被
が
穴
脳
に
昇
繍
す
る
に
必
嬰
な
る
費
用
は
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
常
多
額
を
要
す
る
見
込
で
あ
6
ま
す
が
爽
の
丙
同
窓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
み
に
て
二
罰
萬
圓
程
慶
を
調
雛
せ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
思
ひ
ま
す
o
而
し
て
強
．
當
り
の
蓮
動
費
金
と
し
て
莫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
一
制
（
即
ち
瓢
十
萬
圓
）
癒
蓬
念
に
御
爾
金
願
ひ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
い
と
膵
じ
ま
す
o
之
れ
に
付
て
緻
近
く
斎
変
爵
畏
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
じ
御
願
ひ
に
上
る
韓
で
す
が
母
校
獲
展
の
欝
偲
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
額
の
御
出
資
を
願
ひ
ま
す
o
爾
謬
諺
峯
こ
睨
こ
串

　
　
［
鞠
、
戦
残
溝
藪

獺
繍
灘
欝
科
二
畢
撫
購
鑓
難
藻
六
『
難
難

　
　
翼
塾
断
－
役
　
貫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
ヨ
、
鋼
堀
賞
　
資
　
燈
　
　
　
　
七
、
漱
…
　
七
、
四
九

　
　
　
理
講
長
中
濯
　
　
忠
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
脅
　
　
　
　
計
　
　
七
〇
、
七
…
蝋
三
、
七
八
、

｝
鵬
雛
蜷
魏
生
へ
の
懇
晶
代
な
静

…
を
翻
強
鞭
讐
鐘
ま
れ
た
方
農
鷲
額

…
亦
上
先
生
之
部

一
金
聡
冒
圓
中
澤
忠

｝
金
鳶
五
捨
圓
　
上
野
榮
仁
、
中
澤
周
邉

…
金
欝
圃
　
入
木
政
誠
、
藩
餓
俊
興
、
林
葭
三
、
倉
澤

へ
　
　
　
　
詣
ハ
徳
、
野
口
新
太
郎
、
依
田
儒
一
、
小
寓

　
　
　
　
　
山
太
助
、
猪
坂
鷹
一

｝
金
八
拾
圓
　
小
松
忠
一
湘
、
窪
田
潤
、
山
口
簸
弐
郎

一
金
七
拾
圃
湯
原
淳
，
中
島
聚
漕
、
白
井
美
明
、
町

…
　
　
　
　
　
　
田
博
、
坂
口
育
三
　
　
　
－

…
禽
山
ハ
捨
脚
　
士
愚
繁
轟
大
、
關
櫨
田
夫
、
傘
・
田
灘
膜
、
阿

…
　
　
　
　
久
灘
伊
弔
、
松
尾
車
見

甑
鰯
鑛
繋
齢
講
羅
霧
騨
論
唆

…
撫
撚
瑚
辮
豪
享

唖
醐
響
議
藻
難
難

…
　
　
は
御
忘
れ
な
く
添
加
し
て
下
さ
い
o
又
遡
信

…
羅
繍
灘
瀬
虐
蹴
纏

…
謡
錨
麟
儲
郎
、
中
禦
、
幕
羅

　
　
　
　
太
助
、
獺
坂
薩
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．

㎜
金
八
拾
圓
　
須
田
圭
二

藩
瀕
驚
欝
響
騨
鄭

…
金
滲
捨
圓
渡
趣
一
、
柳
碩
親
親
、
膏
沼
茂

～
金
織
拾
圓
　
金
子
光
、
寓
坂
昭
、
小
林
賓
郎

㎜
阿
形
先
磁
之
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　

…
金
職
胃
圓
　
蒲
鍮
俊
興
、
申
澤
忠
、
中
澤
周
蓬
、
依

…
　
　
　
周
信
一
、
，
b
野
榮
仁
、
、
林
貞
三
、
禽
澤
美

…
　

A
　
　
徳
、
八
木
政
誠
、
野
口
新
太
郎
、
小
寓
山

磯
雛
馨
藻
韓
嚢
一
離
愉
畿
野
口
新
太
興
小
當
山

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
ハ

一
金
捨
圓
　
渡
遇
一
、
櫛
田
親
規
、
青
沼
茂

和
聞
兜
鯉
之
部

金
慶
西
圓
中
澤
患
、
中
澤
周
鎧
、
依
田
信
一
、
上

　
　
　
　
’
野
榮
仁
、
蒲
生
峻
興
、
林
貞
一
嵩
、
八
木
政

殆
・
創
蕎
禦
畠
楚
御
霧
下
暮
蕃
孫
孤
舗
耀
魁
苛
欝
潤
・
藤
警



　
　
�
ﾕ
調
瀧
・
越
皐
魍
漿
猛
・
吾
建
も
憾
謝
讐
警
糖
購
漏
。
羨
麦
纏
鑑
・
留
降
位
垢
藻
謙
轟
で
あ
鶉
翫
難
鋤
纏
鋸
藻
雛
灘
曲
触

　
霧
圓
柳
田
親
麗
、
樹
沼
茂
、
中
原
武
、
秘
關
敬
『
艮
力
し
系
等
夏
雫
是
発
飽
醸
売
唖
る
力
諸
兄
・
身
ぞ
御
賛
演
を
憲
（
申
難
琶
の
購
f
る
も
慧
り
環
こ
薦
～
舛
、
・
誉

㎝
　

`
屠
ー
ー
…
ー
r
ー
ー
　
　
『
撮
幽
灘
甥
襲
幾
臨
藩
蝶
編
錺

　
　
@
禽
費
及
寄
附
金
懲
納
入
俄
頼
　
　
帆
讐
僻
騰
糊
鍵
羅
鍵
講
耀
す
が
御

一
酬
余
覧
圓
旺
卜
鏡
　
内
課
舎
四
圓
也
＾
曾
挫
金
一
圓
流
　
扁
、
融
余
は
一
μ
自
圓
と
し
て
、
囲
人
に
つ
き
一
ロ

ニ
墾
榊
講
ガ
盛
鮎
金
謁
轟
附
金
欄
献
鵜
離
離
斎
め
・
脊
脊

ご
難
嬰
齪
彿
麟
劃
聞
張
戴
會
繋
一
嚇
－
罐
騰
蹴
魏
獣
蟹
漁
勃
蝶
麓

院
繍
灘
購
欝
及
講
婁
薪
馨
．
醐
鰻
蘇
雛
離
鱗
繋
．

パ
驚
辮
魏
鮫
縮
鯉
誹
職
罷
．
典
鞭
磐
つ
い
て
鱗
學
曲
霞
霧
せ
・

　
　
會
費
か
窯
工
爺
四
＋
四
聞
合
計
欝
f
四
胃
七
＋
…
　
れ
度
謬
こ
と

　
　

寀
]
膿
静
櫻
，
螺
礁
雛
灘
臥
鰹
震
入
袋
群
馬
蕎
讐
博

　
　
嶽
は
乱
へ
の
よ
」
と
し
響
宛
川
蝦
置
と
し
で
奄
轡
員
　
　
　
～
～
ー
　
　
　
　
ー
　
　
　
ー

　
　ﾚ
賊
編
譲
艶
携
灘
㌻
徽
癖
　
　
群
馬
支
劔
総
働

藩
講
撫
灘
糊
禰
糠
椰
灘
講
蹴
鎌

　
　 ﾎ
雛
脇
讐
耀
》
及
薯
叉
は
轡
附
命
灘
繍
難
噸
裂
難
癩
騨
繍
騰
遂
・

　
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
～
く
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
が
い
の
い
で
湯
に
淘
鹿
聞
き
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
針
　
塚
　
先
　
鑑

　
　
@
針
塚
先
趨
喜
の
掌
の
祝
　
　
…
η
張
か
じ
か
聞
く
な
り
礫
畷
轡
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
河
鹿
鳴
く
擾
川
纏
に
湯
沐
つ
」

熱
欝
難
灘
鎌
耀
…
鼎
臨
繋
難
欝
謙

｝
聴
寂
購
雛
購
罐
鎌
蕊
盤
燧
雅
れ
麟
雛
灘
難
辟
難
物
舗
灘
鋸
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
艦

　
　
　
計
　
　
報

禰
、
職
死
噌
　
秋
山
欝
士
男
、
針
塚
民
一
、
満
亦

甜
、
小
川
弘
之
、
寓
取
槻
鷲
、
今
井
霞
融
、
木

内
勲
、
兇
玉
無
八
、
下
梶
柵
瞬
行
、
飯
田
武
門
、

深
灘
武
、
小
川
利
治
、
申
澤
二
郎
、
澱
縢
洋
一

刷
端
藤
衛
、
入
流
三
郎
、
荻
野
峰
之
、
蹉
㈱
勝

蕪
、
都
丸
膚
治
、
橋
本
鉱
太
郎
、
田
中
齊
、
内

灘
弘
、
．
卜
林
轍
夫
、
化
村
髄
翫
、
濱
村
侵
久
、

娘
則
和
瓢
、
魯
村
劉
舟
、
川
阿
五
鄭
、
關
三
四

郎
、
鳥
田
博
、
鳳
田
清
、
鰐
郡
甚
臓
、
枇
糖
木

瀧
嫌
、
激
澤
俊
轡
、
松
野
外
史
、
塚
田
庸
男
、

千
脇
E
勝
、
溝
永
英
人
、
都
蜘
讐
出
一
、
畏
灘
旗
田

榮
、
小
由
門
富
治
，
北
潔
麺
榮
、
山
門
門
門
切
、
　
轟
ハ
川

患
行
、
畏
末
力
夫
、
倉
田
薦
　
、
農
林
憲
醐
、

綴
懸
渥
餓
講
繭
欝
講
縄

　
副
、
片
由
繍
順
、
宮
胤
勝
美
、
倉
澤
剰
人
、
武
朧

識
、
鵬
畑
悦
喪
、
金
予
挙
央
、
高
繍
…
…
迎
、
赤
池

勝
男
、
宵
朧
行
雄
、
樺
原
鳳
班
、
竹
林
光
司
、

畷
齪
鮒
叢
魏
㌔
翻
蔦
膨
羅

購
講
顯
購
精
翻
響

　
灘
患
蟷
、
小
山
誓
夫
、
鷹
野
誠
一
、
宮
坂
牧
、

　
濱
井
成
一
、
井
谷
慣
一
、
容
津
絢
、
今
村
與
陶

　
郎
、
曝
野
愚
一
、
聯
野
櫓
桝
一
郎
、
竹
内
菰
郎
、

　
叢
林
康
弧
、
濾
朧
蔦
欝
、
松
田
茂
、
灯
兇
良
炎

　
山
本
豪
良
鷺
郎
、
高
畠
秀
男
、
小
笠
原
宏
軍
、

　
憂
按
鎚
徳
、
引
關
武
雄
、
永
山
李
、
武
川
弱
、

　
禰
．
項
榮
太
郎
、
甫
村
成
良
、
耶
林
茂
、
父
母
仙

　
磯
、
宥
木
針
避
郎
、
松
鷹
肪
次
、
細
野
信
太
郎

　
寮
荒
齪
、
捗
木
政
鵬
、
齋
朧
環
利
、
小
川
泰
弘

　
以
上
験
残
及
病
扱
鳶
は
昭
釈
十
入
年
本
曾
報
｛
陵

刊
常
時
よ
り
の
渚
で
、
從
來
の
期
く
夫
々
の
稲
鱈

金
を
凱
W
集
ぜ
ず
に
滲
わ
蜜
し
れ
o
就
て
は
弔
意
を

衷
さ
れ
激
き
各
【
位
に
は
餐
故
人
宛
を
明
記
し
て
本

櫓
犠
讐
黎
笠
鶴
綴
躍
難
蝋
鑛

い
て
は
本
雷
に
御
照
會
下
冬
い
o

　
淑
夫
、
小
滞
澱
、
由
越
雛
、
林
十
郎
、
長
露
聯

二
、
購
堀
醇
－
小
川
敬
之
助
、
腐
矯
鑓
職
、
森
山
｝

㎝
　
ﾊ
　
躍
如
た
　
　
の
カ
あ
　
瀬
｝
殖
蘇
騨
夢
謀
」

午
と
で
あ
る
o
簡
木
M
岡
代
議
土
ほ
外
務
委
員
妓
曲
蛍
婆

・
最
と
し
て
、
小
林
代
議
士
は
農
林
委
鼠
、
第
働
委
員

　
と
し
て
又
篤
主
…
照
内
の
翻
練
　
…
判
銀
委
員
喪
と
し
て
臼

　
下
夫
々
共
の
職
務
に
活
溌
な
る
漏
鋤
を
さ
れ
て
厭
る

・
今
後
一
鳳
疑
共
李
和
円
本
再
姐
の
爲
御
健
岡
あ
ら
ん
こ

　
と
を
新
る
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

｛
　
@
　
－
ピ
～
－
～
～
ー
ー
ー
－
　
－
　
－
：
ト
ー

…
　

@
名
簿
襲
行
に
晶
就
て

　
　
名
簿
に
就
て
は
斉
方
価
よ
の
棄
．
急
鰻
刑
吻
熱
塑
さ

　
れ
て
居
り
ま
す
が
、
働
　
員
の
内
帖
湖
息
ヘ
ポ
明
の
茜
が
多

　
撒
あ
り
ま
し
て
之
か
弊
理
に
蒔
日
を
要
し
ま
ー
た
こ

豪
論
鍛
臓
勧
耀
談
窺
勢
杁
灘
卿

面
総
灘
灘
鞭
衡
癒
聯
繍

「
費
を
頂
戴
し
て
酌
弱
す
る
豫
窪
で
す
c
不
題
御
ゴ
承

」
を
願
ひ
談
す
。

…
…

C
総
斡
御
記

…
灘趨
衰
d
脇
麟
糠
辮
鵬
糧

…
め
た
の
で
あ
る
か
、
肝
腎
の
用
瓢
か
人
乎
出
兼
す
円

「
を
過
し
、
紙
が
調
愚
出
來
た
顎
は
纏
選
塁
で
、
唐
木

涌
駕
鮒
譲
麗
礪
繍
禰
郵
辮
雌
鞭

｝
鐵
に
乗
つ
て
來
る
し
、
木
會
事
業
部
め
構
想
の
鱒
爆

｝
も
あ
り
、
其
警
を
一
通
り
綴
め
て
會
員
省
位
に
御
報

｝
せ
す
る
の
か
よ
か
ら
弓
と
の
見
解
で
、
豫
想
陛
上
の

　
，ｪ
刊
第
…
號
の
逓
延
を
見
た
諦
で
す
か
ら
悪
1
．
か
ら

…
ず
御
諒
承
願
ひ
ま
す
。

｝
△
動
刊
を
賜
行
し
た
も
の
の
用
紙
の
人
手
は
至
難
で

｝
年
四
回
騨
行
の
豫
騰
も
蜜
C
て
ゐ
ま
し
た
か
、
在
窟

繭
灘
譲
羅
騨
伽
纏
欝
鰍

…
傑
脅
製
作
費
も
酸
出
下
さ
れ
又
今
圓
の
轟
暴
で
洵
に

｝
恐
れ
人
る
弐
第
饗
す
。

一

一
誠
意
以
て
努
め
る
積
り
で
す
。
何
卒
各
位
の
御
吏
援

｝
を�
ﾐ
鰍
蒔
黙
吐
語
蟹
郊
笛
寛

砥
輪
額
矯
籍
鰍
襯
轄
蘇
響
叢

コ
雷
議
、
契
津
撃

忌


